
平成 30 年 12 月期月次景況調査結果

この調査結果は、中小企業庁の指定事業に基づいて設置された山口県内の情報連絡員 60 人

に、本会が新たに選んだ 20 人を加えた 80 人の連絡員より業界動向を把握した結果です。

山口県の主要指標 DI 値（平成 30 年 12 月末現在）

※DI 値とは、前年同期に比べ「増加」・「好転」したとする企業割合から「減少」・「悪化」した

とする企業割合を差し引いた値です。

業界の景況 ( < 好転 > － < 悪化 > ＝ < DI 値> ) 

  前年同月比は、好転： 7.5％  悪化：25.0％ DI 値： ▲17.5％ ポイント

売上高   ( < 増加 > － < 減少 > ＝ < DI 値> ) 

  前年同月比は、増加：18.8％  減少：36.3％ DI 値： ▲17.5％ ポイント

収益状況  ( < 好転 > － < 悪化 > ＝ < DI 値> ) 

  前年同月比は、好転：15.0％  悪化：30.0％ DI 値： ▲15.0％ ポイント

山口県の業種別 DI 値(業界の景況)（平成 30 年 12 月末現在）
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１２月の業種別景況の前月比ＤＩ値は１４業種の内、好転が３業種、昨年同等が８業種、

悪化が３業種となり、全体の景況感ＤＩ値は１１月と同様となっている。 

運輸業では、運賃が改善し、取引先の仕事量の増加により輸送受注が増加しているとの報

告がある一方で、食料品では、原材料の値上げや配送費の増加を懸念しているとの報告があ

った。 

山口県の中小企業は、多くの業種で人手不足が深刻な問題となっている。



食料品 クリスマス商戦は、組合員以外の洋菓子専門店は好

調であるが、和洋菓子店が大半を占める組合員は低

調。雇用人員確保も同様で、組合員はすべてにおい

て縮小傾向である。紙単価の上昇により、箱の単価

も上昇傾向。

パン・菓子製造業

山陽小野田市

営業日数が少なく、売上が減少した。 パン・菓子製造業

下関市

２４日時点の売上は、対前年同月比でほぼイーブン

ペースとなった。競合店の開業など、４月より前年

割れの売上が続いていたが、８月頃から徐々にマイ

ナス幅が縮小し、１２月でようやく前年ベースに復

帰した。１２／２７～３１で「萩・年末お魚市」を

開催予定。寒波襲来予想など不安要素もあるが、一

年で最大の集客・売上のある期間なので、各店舗の

頑張りに期待したい。

水産食料品製造業

萩市

塩干珍味などの食材の動きが少ない。原材料の値上

げがじわじわと影響している。豪雨災害の影響で想

定外の配送料の増加が起こり、配送費の増加が心配

である。災害の影響なのか消費が伸びていない。食

品は消費税率の軽減対象だが、全体の冷え込みが心

配。

水産食料品製造業

下関市

大雨や高温干ばつなど、極端な気象が続き天候リス

クが、例年に比べ高かった。地球温暖化による気候

変動により、予測できないような事態が起こってい

る。また、周防大島では断水による企業活動に影響

が出るなど、予測不可能な危機に遭遇した際の対応

について、本格的な検討が必要となる。また、今後

は二酸化炭素を排出しないような社会づくりが重

要となる。

精穀・製粉業

繊維工業 店頭の売行きが悪く、様子見の発注が続いている様

である。発注数は減っており、例年年末から２月納

期までの仕事量に苦慮するところではあるが、来年

は特に少なく、受注の確保に苦労しそうである。

外衣・シャツ製造業

萩市

働き方改革について法令確認をしなければならな

い。特に、２０１９年４月スタートの年５日の年次

有給休暇取得の義務付け。又、そのことについての

時季指定義務等々。

外衣・シャツ製造業

山陽小野田市

木材・木製品 新築は少なくなり、リフォーム中心で推移してい

る。

製材業・木製品製造業

印刷 折込チラシの繁忙期であったが、ピークの期間が

年々短くなって、受注量は減少している。

印刷

下関市

特記事項 (景況の変化とその原因・現状等、企業経営・業界での問題点)  



年末にもかかわらず、どこの印刷工場も機械が動い

ていなかった模様。

印刷

山口市

窯業・土石製品 １２月の出荷量は

（平成２９年１２月）

骨材１４８％、路盤材９２％、再生材９２％

     ↓

（平成３０年１２月）

骨材８５％、路盤材１４５％、再生材１０１％

砕石製造業

出荷量は、前月比９４％、前年同月比７５％、累計

前年同月比８９％。平成３０年度は前年度比約８

５％と厳しい見通しとなっている。現時点では、セ

メント・骨材等の資材調達は、特に問題は生じてい

ない。生コン価格は安定しているが、値上げの動き

がある。

生コンクリート製造業

年末だが、来年の仕事の依頼が少なくなってきてい

る。来年は消費税増税となるが、駆け込み受注も少

ない。増税前には若干増えるであろうが、その後の

落ち込みが安易に予測できる。もはや組合レベルの

問題ではない。

石工品製造業

萩市内の萩焼小売店の売上は、昨年同月と比較しや

や減少。ギフト・卸関係・百貨店の受注は昨年並み、

浅草アンテナショップ「萩の風」の売上は１０％ア

ップとなっている。年内で萩市内木箱製造会社が１

社廃業（昨年も１社廃業）し、全国展開している大

手の独占に近い状態となっている。その業者につい

ては、人員不足ということで、１１月からファルカ

タ素材の箱は、ロット３０個以上という受注制約が

始まり(桐箱は従来通り)、５個や１０個といった小

口の注文は受けなくなっており、少量の調達が難し

くなっている。いくつかの窯元から相談を受けてお

り、対策が急がれる。

陶磁器・同関連製品製造

業

一般機器 例年、仕事量が減少する月だが、今年は組合員の仕

事量は多い模様。先月に続き、県外からの仕事量が

多いようだが、コストがかかる分、収益状況は不変。

一般機械器具製造業

下松市

景気は安定して推移しており、全般的な変化はな

い。自動車関連は順調。設備関係は、県内の大型構

造物が４月頃までは受注が済んでいる。国外は、中

国とロシアの互いの動きによって受注が左右され

る傾向がある。東南アジアの関係は順調。

一般機械器具製造業

防府市

機械検査、機械加工関係、食肉加工、惣菜、自動車

関係等外国人技能実習生を入れている全ての職種

で業績は好調。残業も多い。法律の遵守を指導。制

度改正に伴う、３号移行者の入国も順調。即戦力と

して活躍している。受入人数拡大枠の利用について

も順調で、今後とも増員の傾向にある。しかしなが

ら、来年４月の特定技能１号の創設に伴い、企業に

一般機械器具製造業

宇部市



とってどちらの制度が使いやすいかにより、技能実

習生の受入にどのような影響があるか不明確であ

り、予断を許さない状況である。企業にとっては選

択肢が増えるため、外国人の受入は増えるであろ

う。引き続き、技能者の受入相談が増えてきている

が、企業の希望する人材の確保が難しい。

前月より好転の傾向。 一般機械器具製造業

宇部市

輸送機器 車両は繁忙な状況が継続、産業プラント、半導体は

様子見状態。全体としては横這いの状況。

鉄道車両・同部品製造業

卸売業 気温が下がり、今後の生産に期待したい。 乾物卸売業

昨年より価格が上昇しているが、収益は上がらな

い。繁忙期であるが、人員不足で困っている。

生鮮・魚介卸売業

例年より若干気温が高く、冬商品の動きが鈍い。 各種商品卸売業

山口市

商品売上高に関しては、横ばい状況であるものの、

荷役作業による収益の増加、業務内容の合理化によ

る経費削減により、前年に比べ状況は好転してい

る。

各種商品卸売業

下関市

小売業 暖冬のせいか売上は微増。全体的に山口県では東部

の方が売上が良い模様。最近メーカーが売れる店、

売れない店と差別的にしている様子が見られる。例

えば美容部員の入店回数やサンプルの量など。春の

新色（新商品）の予約活動を開始した店もある。

化粧品小売業

中通り商店街では 10 年、100 回めの開催となる軽

トラ市「軽トラ新鮮組！」が開催され、新聞やテレ

ビメディアの注目を受けた。これに各店の歳末商戦

や飲食店での忘年会がピークを迎え、店舗前通行

量、交流人口、売上などすべてが増加・向上の傾向。

好景気感は一気に加速し、あらゆる小売業種は好成

績となった。飲食店ではアルバイト従業員の不足が

叫ばれるなど時期的な課題も見られたが、これらを

含めても概ね良好。街は活気に溢れた。

各種商品小売業

岩国市

冬の山口デーが始まり、ボーナス月でもあるため、

買い物客の増加を感じる。クリスマスも３日連休と

なり、先月よりは売上増加。しかし、天候の影響な

のか、全体的には厳しい。

各種商品小売業

山口市

下旬に「長府商店街大歳の市」でガラポン抽選会を

行い、集客に繋がった模様。しかし、上旬から中旬

にかけては、売上は減少している。

各種商品小売業

下関市

売上については、昨年が悪かった事もあり前年同様

だが、客数については前年を下回った状況。

各種商品小売業

長門市

商店街 暖冬の影響か、セールを開催するも売上微増。来街

者は曜日により大きく波があり、平日の客数確保に

問題がある。業績も店舗格差あり。

山口市



サービス系は堅調のようだが、物販系は厳しい状況

が長期に渡り続いている。

宇部市

年の瀬だが商店街の人の通りは少なく、活気がな

い。各店年末の対策を立てているが、状態は厳しい

様子。飲食・青果の店は多少出入りがあるが、今後

の営業活動の立て直しが必要との話が出ている。

萩市

サービス業 美容室数の増加に伴い、顧客数は減少傾向にある

が、１２月は繁忙期にあたり、各店例年通りの忙し

さだった。

美容業

気候の変化等により客足が遠のく一方で、顧客の集

中している日とそうでない日がはっきりしている。

客数、売上、客単価が低下し、大きく業況が悪化し

ている。

理容業

来年の消費税増税に向けて、政府ではクレジットカ

ードなどのキャッシュレス決済を条件に、２パーセ

ント、５パーセントのポイント還元を検討してい

る。そのような中、整備業界はこれまで車検費用の

請求など、重量税や検査手数料といった税金等を一

括して請求し支払を受けており、クレジット決済に

なじまない面が高く、カード決済を導入している整

備工場の率は専業工場では非常に低い状況にある。

しかし、１０月以降は、カード決済ができなければ

ユーザーから敬遠され逃げられる恐れがあり、商工

組合としても早急なカード決済導入を促している

が、経営者の高齢化が原因なのか、反応は鈍い。

自動車整備業

人口減少を感じる。 スポーツ・

健康教授業

年末を迎え、数年前は年内仕上げの駆け込み需要が

多かったが、今年は本当に厳しい状況になってい

る。学校が終業式を迎え制服が多数出ていたが、少

子化の影響もあるのか、学生服が年々減少してい

て、想定したほどの品物が出てきてない状況。業界

全体でも２０１８年は本当に厳しい年となってい

ると業界紙で発表があった。

普通洗濯業

年末に JR 西日本より JR 券取扱駅（岩国駅・柳井

駅）２駅が取扱停止と通達があり、売上の減少が予

想される。（実施日は未定）

旅行業

宿泊客は対前年同月比で９６．６％、売上は対前年

同月比で９４．７％と、前年割れ。

旅館業

山口市

昨年並みの売上高が確保できる見込。宿泊者の確保

困難な状況が続き、廃業等の施設が増加。

旅館業

長門市

従業員の人数減による売上減だが、全体的な景気は

あまり変わっていない模様。年末の飲食の傾向、趣

向に時代的な変化あり。来年以降賃金 UP や増税の

影響が心配される。

飲食業



建設業 中電への工事申請１１１件（当支部分９３件）、前

年同月３８９件（同３４３件）。太陽光発電への申

請１２件（前年９７件）、オール電化申請５８件（前

年１６７件）。LED 街路灯への切り替え・新規申請

１４件（前年１８件）であった。前月の売電価格引

き下げ前の駆け込み受注の反動で、太陽光発電の申

請は激減した。一方、前年は１２月に駆け込み受注

があったため、対前年比も大幅減となった。

電気工事業

金融機関より同業界の事業所の M＆A の話が持ち

かけられた。近隣の他県では M＆A 専門業者より自

社売却をしないかと問い合わせを受けた同業者が

数年前より見受けられる。

左官業

例年あまり仕事のない月だが、今年は小規模の仕事

が入り、忙しい状況。人手は足りている。

管工事業

例年年明け早々は工事物件がないので、年末に翌年

分を確保している。年間を通じて、一番屋外での仕

事がやりにくくなる季節で、作業効率が低下し、転

落事故等も発生するので、とにかく事故なく乗り切

ることを最優先で進めている。今春は、仕入れ価格

の上昇のため、施工価格の値上げを実施せねばなら

ない。

屋根工事業

年末は先行工事が進まず、予定していたほどの出来

高が上がらなかった。正月休みは例年より長く、す

べての現場が 7 日からの始まりであった。１月は２

０日頃まで人手不足となるため、年末年始休みの時

間を惜しく思う。1 つの現場の工期が短すぎること

が、建設業の働き方改革が進まない所以と思われ

る。

内装工事業

柳井地区では、災害復旧工事の受注があり例年より

工事量の増加が見られるが、一般工事の発注が伸び

悩んでおり、景気が良くなっている感じがしない。

発注の平準化、工期の平準化等の施策により、通年

で工事がある様にならなければ人材の確保が困難

と思われる。

土木工事業

柳井市

昨年も今年も１２月は公共工事受注０円。各社、民

間工事で凌いでいる。

土木工事業

周南市

受注高は、対前年同月比５０７．３％。今年度の累

計は、対前年比１７９．５％

土木工事業

萩市

運輸業 輸送関係は、長距離輸送車両不足が目立ち、中・近

距離車両も一層不足し、輸出関連の輸送を優先しな

がらの月であった。対前年同月比で０．６％のマイ

ナス。貨物車両ドライバーの減少は今月は特にひど

い状況であった。油関係は６．４円の値下げ。中小

輸送会社には久々の朗報ではあるが、世界状況を考

えると一喜一憂の月となった。

一般貨物自動車運送業

下松市

輸送受注は、運賃の改善や取引先の仕事量の増加に 一般貨物自動車運送業



より前年比約１１％程度増加、順調に推移してい

る。燃料費については、２ヶ月続けての下げとなっ

たが、前年比では依然として高い。

防府市

売上、収益の前年超が続いている。高齢嘱託社員の

体調による退職が発生している。

一般貨物自動車運送業

宇部市

久々に前年同月と同等の売上高であった。 一般旅客自動車運送業

下関市

タクシーチケットの取扱金額は、前年比＋２ .２％

（平成３０年１１月１日～平成３０年１２月２０

日分）。１１月１日～３０日分は＋４.６％、１２月

１日～２０日分は▲２ .１％。１２月になって少し

不調だが、前年度も好調（＋１ .９％）だったので、

比較的堅調に推移している模様。１１月分について

当組合の取扱地区別に見ると、周南＋５ .８％、下

松＋１３.０％、光＋８.５％、防府▲０.６％で、組

合員の全域では＋５.７％、地区外（員外）▲９.３％

で、合計＋４.６％（＋１，１４２千円）。得意先別

の増減は、締切り期間による増減と思えるものも多

く、長期間で平滑化すると、業種や地域による傾向

はあまり無い模様。主要燃料であるＬＰＧについて

は、ＣＰ（通告価格）と為替に連動して変動するが、

ＣＰが下がり（前月５９０．０＄ /トンが今月４７

０．０＄/トン、前年５７５．０＄/トン）、輸送用バ

ンカーＣ重油も下がった（前月５０７．０＄ /トン

が今月４６２．０＄/トン、前年３７７．０＄/トン）。

為替は円安（前月１１３．８２円／＄が１１４．３

６円／＄）。燃料単価は前月より▲１０.３％と下が

り、前年１２月分に比べると▲７.６％と下降した。

タクシー乗務員は慢性的に不足し、高齢化もあって

実働率が下がっているため、曜日や天候、時間帯に

よっては、配車が大幅に遅れるような状況が続いて

いる。１２月に入って、前年比がマイナスとなりつ

つ有り、まだまだ予断を許さぬ状況。

一般旅客自動車運送業

周南市

今月も対前年同月比で若干増加となった。雇用人員

については、人手不足での「不変」。

港湾運送業

その他非製造業 外国人技能実習機構より実習計画の認定がおり、外

国人技能実習生の受入れを円滑に運営していきた

い。

介護事業


